
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創
出

「ふ
れ
あ
い
演
奏
会
」を
開
催
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十
月
十
六
日
（
日
）
苫
小
牧
駒
澤
大
学
吹
奏
楽
部
と
駒
澤
大
学
苫
小
牧
高
等

学
校
吹
奏
楽
局
合
同
に
よ
る
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創
出
「
ふ
れ
あ
い
演
奏
会
」

を
苫
小
牧
駅
前
広
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
物
は
、
苫
小
牧
市
の
中
心
街
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
小
堀
訓
男
学
長

の
発
案
と
呼
び
か
け
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。
苫
小
牧
駅
前
広
場
と
駅
前

プ
ラ
ザ

エ
ガ
オ
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
二
会
場
合
わ
せ
て
約
七
○
○
名
も

の
市
民
の
方
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
苫
小
牧
市
と
苫
小
牧
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
四
回

北
駒
祭

六
月
二
十
六
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
第
十
四
回

北
駒
祭
は
お
か
げ
さ
ま
で
大
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
。
大
学
祭
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
当
初

の
予
定
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
私
た
ち
実
行
委
員
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
て
大
学
祭
が
で
き
ま

し
た
。
大
学
の
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
祭
を

支
え
て
く
れ
た
企
業
の
方
々
、
そ
し
て
、
大
学
祭

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
来
年
度
も
大
学
祭
は
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
是

非
と
も
足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年

北
駒
祭
実
行
委
員
長

佐
藤

隼
人

写真：駅前広場での演奏

写真：駅前プラザ egao（エガオ）での演奏

第 10回 学生研究発表会

兼 第 6回 卒業研究発表会を開催

7 月 9 日（土）に苫小牧市文化会館において第 10 回 学生研究

発表会兼 第6回 卒業研究発表会を開催し、日頃の学修と研究の

成果を市民の皆さまの前で発表いたしました。

タイトルと発表者は以下のとおりです。

◆プログラム

【留学体験発表】

１．ネイピアと私－伝えることの大切さ 中谷 寛奈（３年）

【学生研究発表】

２．オホーツク文化について 干場 芽衣（２年）

３．留学生の目で考察したＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り

 （３年）

４．現代における結婚式の価値－日韓の違いから考える

鄭 潤浩（交換留学生）

５．『正法眼蔵』の読解における一視点 中野 桂輔（２年）

６．道元禅師の因果観に関する考察 志塚 慧（４年）

７．日本曹洞宗における瑩山禅師の位相

－瑩山禅師はどのようにして両祖となったのか

永澤 良治（４年）

【卒業研究発表】

８．日本の曹洞宗における行持の変遷について

－日日の行持から見える修証観 柴田 正敏（４年）

苫小牧駒澤大学
広報委員会

〒059-1292
苫小牧市錦岡521-293
TEL：0144-61-3111（代）
FAX：0144-61-3333
http://www.t-komazawa.ac.jp



女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

本
学
学
生
が
日
本
代
表
と
し
て

国
際
大
会
に
出
場

本
当
に
心
強
く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
も
み
な
さ
ん
の
声
援
、
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
代
表
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
戦
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
苫
小
牧
支
店

企
業
の
中
に
入
る
こ
と
で
色
々
な
社
員
の
方
か
ら
大
人
の
厳
し
さ
や
就
職
す
る

こ
と
の
大
変
さ
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
実
際
の
声
を
聞
く
こ
と
で
今
後
の
自
分
に
も

意
識
の
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
五
日
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
社
員
の
皆
様
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
た
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
事
前
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
宇
田
川
先
生

と
川
島
先
生
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
企
業
研
修
は
と
て
も
良
い
経
験

に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年

作
田
洸
史

私
は
、
九
月
一
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
の
五
日
間
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

北
海
道
苫
小
牧
支
店
で
企
業
研
修
を
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
旅
行
会
社
と
し
て
有
名
で
す
が
、
最
近
で
は
出

版
や
商
業
に
も
手
を
出
し
て
お
り
多
角
化
が
進
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

研
修
期
間
中
に
は
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、
旅
行
会
社
が

活
性
化
す
る
と
、
そ
の
周
辺
の
飲
食
店
や
交
通
機
関
・
ホ
テ
ル

も
利
益
が
増
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
こ
と
で

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
ま
で
利
益
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
二

次
・
三
次
波
及
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り
大
事
に
し
な
け
れ
ば
自
分

だ
け
で
は
な
く
周
り
の
方
ま

で
迷
惑
が
か
か
っ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
よ
う
な
事
は
ア
ル

バ
イ
ト
と
も
共
通
し
て
い
ま

す
が
、
一
つ
一
つ
の
行
動
の

責
任
の
重
さ
が
違
う
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
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新刊案内 「文化恐竜（交流）2」

ロバート C,オルソン准教授の 2 冊

目の著書『ROB 先生の文化恐竜（交

流）2』が一耕社より刊行されました。

2 作目となる今作も母国アメリカと日

本の文化の違いなどについて、ユニ

ークな体験などを交えながら紹介して

おり、イラストと共に日本語と英語の両

方を標記し、楽しく学べる内容となっ

ております。市内の書店でお買い求

めできます（定価 1,000 円）。

東 裕 教授が大平正芳記念賞を受賞

6月10日、第27回大平正芳記念賞授賞式が、東京丸の

内の日本工業倶楽部ビルで行われ、350 人を越える出席者

の中、東 裕教授の『太平洋島嶼国の憲法と政治文化－フ

ィジー1997 年憲法とパシフィック・ウェイ』 （成文堂・2010

年）をはじめ、4 点の単

著に正賞、2 点の共著

に特別賞が授与されま

した。

この賞は、故大平正芳

総理が昭和 54 年 3 月

に提唱した 21 世紀を

展望し、学術研究の中

で、環太平洋地域の政

治、経済、文化、科学

技術に関する内外の研

究者の優れた業績を表

彰するものです。

女
子
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｆ
八
ヵ
国
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
本
学
か
ら

大
澤
ち
ほ
さ
ん
（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
二
年
）、
小
池
詩

織
さ
ん
（
国
際
文
化
学
部
一
年
）、
青
木
香
奈
枝
さ
ん

（
平
成
十
四
年
度

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

卒
）
の
三
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
二
年

大
澤
ち
ほ

十
一
月
九
日
か
ら
十
三
日
に
ド
イ
ツ
の
フ
ッ
セ
ン
で
行
わ
れ
た
、

ロ
シ
ア
・
ス
イ
ス
・
ス
ロ
バ
キ
ア
・
ド
イ
ツ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・チ
ェ
コ
・
フ
ラ
ン
ス

が
出
場
す
る
八
ヶ
国
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は
二
○
一
四
年
の
ソ
チ
五
輪
に
向
け

て
の
大
会
で
、
今
の
日
本
の
実
力
が
ど
れ
ほ
ど
通
用
す
る
か
試
さ

れ
る
大
会
で
し
た
。
大
会
の
中
で
自
信
に
繋
が
る
部
分
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
予
選
に
向
け
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
改
善
し
な
く
て
は
い
け
な
い
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
は

こ
れ
か
ら
修
正
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
長
野
五
輪
出
場
以
来
、
三
大
会
連
続
で
五
輪
出
場
権

を
逃
し
て
い
て
、
私
自
身
三
年
前
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
最
終
予
選

に
出
場
し
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
五
輪
出
場
権
を
逃
し
て
し
ま

い
、
も
の
す
ご
く
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
次
の
ソ
チ
五
輪
に
必

ず
出
場
す
る
た
め
、
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
目
標
に
向
か
っ
て

毎
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。

私
が
大
学
に
通
い
な
が
ら
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
に
全
力
で
取
り
組
め
て
い

る
の
は
、
学
校
か
ら
の
多
く
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ
る
か
ら
で
す
。
大
会
等
で

の
欠
席
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
快
く

応
援
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
様
々

な
面
で
支
援
し
て
く
だ
さ
る
職
員
の

の
方
々
、
「頑
張
っ
て
ね
」と
声
を
か

け
て
下
さ
る
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が

写真：一番左側が大澤さん



こ
の
取
り
組
み
は
、
学
生
の
基
礎
学
力
低

下
や
就
職
難
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
大
学
で
の

授
業
の
受
け
方
か
ら
本
の
読
み
方
、
図
書
館

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
文
献
の
検

索
方
法
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な

ど
を
修
得
で
き
る
科
目
を
高
校
生
の
う
ち

か
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
講
し

た
生
徒
は
、
大
学
進
学
前
に
目
的
に
応
じ
た

基
礎
学
力
や
ス
キ
ル
を
向
上
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

発
表
会
は
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
ま
ず

始
め
に
講
義
担
当
者
の
一
人
で
あ
る
伊
藤

勝
久
准
教
授
の｢

高
大
連
携
の
意
義｣

と
題

す
る
本
事
業
の
解
説
か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
後

に
、
受
講
生
五
十
九
名
の
代
表
者
七
名
そ
れ

ぞ
れ
が
、
各
ク
ラ
ス
の
授
業
担
当
教
員
の
司

会
の
も
と
、
持
ち
時
間
五
分
の
発
表
を
次
々

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
ス
ク
リ
ー
ン

に
画
像
を
投
影
し
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
小
堀
学
長
か
ら
発
表
者
へ
賞
状

と
記
念
品
の
授
与
が
あ
り
、
ま
た
、
高
大
連

携
の
今
後
の
取
り
組
み
に
触
れ
た
小
玉
章

紀

駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校
長
の

挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
の
成
果
を
踏

ま
え
た
、
高
大
連
携
事
業
の
更
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
本
講
義
を
受
講
し
た
生
徒
は
、
本

高高
大大
連連
携携
事事
業業

「「
大大
学学
入入
門門
ゼゼ
ミミ
ナナ
ーー
ルル
」」
発発
表表
会会

本
学
が
こ
の
春
か
ら
新
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
、
駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学

校
と
の
高
大
連
携
事
業
の
集
大
成
と
な
る
「
大
学
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
発
表
会
が
、

七
月
三
十
一
日
（
日
）
に
、
関
係
者
と
一
般
市
民
を
対
象
と
し
て
本
学
大
講
義
室
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

OPEN CAMPUS 2011

10 月 2 日（日）に開催されたオープンキャンパスには多くの方にご来場いただきありがとうございました
またお会いできる日を楽しみにしております
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十
一
月
十
二
日
（
土
）
に
本
学
大
講
堂
で
胆
振
地
区
中
学
・

高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
今

年
で
四
十
五
回
目
を
数
え
る
本
学
の
伝
統
行
事
で
す
。
短
期
大

学

英
文
科
か
ら
胆
振
管
内
に
お
け
る
中
・
高
校
生
の
英
語
教

育
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
願
い
か
ら
継
続
し
て
開
催
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
各
部
門
に
お
け
る
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
中
学
校
の
部
】

第
一
位

滝
井

健
介
さ
ん
（
登
別
鷲
別
中
学
校
三
年
）

第
二
位

豊
田

真
椰
さ
ん
（
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
三
年
）

第
三
位

伊
藤

春
風
さ
ん
（
苫
小
牧
啓
北
中
学
校
一
年
）

【
高
等
学
校
の
部
】

第
一
位

渡
辺

梨
花
さ
ん
（
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
五
回
生
）

第
二
位

梅
津

春
奈
さ
ん
（
海
星
学
院
高
等
学
校
二
年
）

第
三
位

村
上

大
貴
さ
ん
（
苫
小
牧
西
高
等
学
校
三
年
）



東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

義
援
金

仏
教
専
修
科
道
芽
会
と
学
友
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

ひ
ま
わ
り
の
会
の
三
団
体
が
協
力
を
し
て
三
月
十
五
日
の
卒
業

式
当
日
と
四
月
五
日
～
十
五
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間

に
か
け
て
学
内
に
お
い
て
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
四
月
二

十
六
日
、
集
ま
っ
た
募
金
の
総
額
、
約
十
五
万
円
が
日
本
赤
十

字
社
苫
小
牧
市
地
区
を
と
お
し
て
被
災
地
へ
と
送
ら
れ
ま
し

た
。

次
い
で
、
苫
小
牧
駒
澤
大
学
親
睦
会
か
ら
も
復
興
支
援

の
た
め
、
二
十
万
円
を
七
月
六
日
、
日
本
赤
十
字
社
苫
小
牧

地
区
を
通
し
て
被
災
地
へと
送
り
ま
し
た
。

見
舞
金
被
災
に
あ
っ
た
六
名
の
学
生
の
う
ち
規
程
に
基
づ
き
申

請
の
あ
っ
た
二
名
の
学
生
に
対
し
て
被
害
に
応
じ
た
支
援

金
（
三
十
万
円
一
名
、
十
万
円
一
名
）
を
支
給
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
行
っ
た
学
生
に
対
し
て
単

位
を
認
め
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
実
習
科
目
「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
で
の
追
加
履
修
を
認
め
、
被
災
地
で
の
現
地
活
動
と
活

動
報
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
介
護
施
設
に
行
く
の
と
同
様
に

認
定
を
行
い
ま
す
。
春
セ
メ
ス
タ
ー
は
、
複
数
の
申
し
込
み
や
希

望
者
の
中
か
ら
長
期
一
名
、
短
期
一
名
の
学
生
が
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

刻
々
と
変
わ
る
現
地
の
状
況
も

あ
り
、
今
後
の
派
遣
に
つ
い
て
は
未

定
で
す
。

入
学
者
支
援

目
的
意
識
を
持
っ
た
受
験
生
が
、

一
人
で
も
多
く
教
育
を
受
け
る
機

会
が
得
ら
れ
る
よ
う
被
災
地
特
別

入
試
を
設
け
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
本
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
２２
５５
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
にに

取取
りり
組組
んん
でで
おお
りり
まま
すす

苫
小
牧
駒
澤
大
学
で
は
、
二
○
一
○
年
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
政
府
主
導
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
「チ
ャ
レ
ン
ジ
２
５
」

に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
二
○
二
○
年
を

目
標
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
２
５
％
削
減
（一
九
九
○
年

比
）を
目
指
し
た
地
球
と
日
本
の
環
境
を
守
り
、
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
国
民
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

す
。

日
頃
か
ら
節
電
を

最
近
、
使
用
し
て
い
な
い
箇
所
の

照
明
が
付
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
よ
く
み
か
け
ま
す
。
省
エ
ネ

に
も
繋
が
る
取
り
組
み
を
身
近
な

所
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

節
電
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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部局だより

「「授授業業改改善善アアンンケケーートト」」にに

ごご協協力力ををおお願願いいししまますす

実施期間：平成 24 年 1 月 16 日（月）

～27 日（金）

対象科目：秋セメスター開講 184 科目全て

実施方法：講義再開日の 16日から最終講

義の 27 日までの講義期間において担

当教員の指示の下、「授業改善アンケ

ート調査用紙」を配付します。このアンケ

ートは、授業をよりよくするために実施す

るものです。回答内容は、成績評価とは

全く関係ありませんので率直なご意見を

お寄せください。

教教務務学学生生ササポポーートトセセンンタターー

教務グループ

◎コース説明会（１年生対象）

12 月 1 日（木）12:15～

国際文化学部 1 年生を対象にコース説

明会を開催します。

◎補講日

日程：12 月 17 日（土）

1 月 21 日（土）、28 日（土）

補講を行う科目は、事前に補講時間割

にて発表します。

◎集中講義

期間：12 月 23 日（金）～26 日（月）

科目によって時間帯が違いますので、

掲示板で詳細を確認してください。

◎定期試験

期間:1 月 30 日（月）～2 月 3日（金）

試験一週間前に時間割を発表します。

◎卒業研究発表会

日時:2 月 11 日（土）13:30～

場所:苫小牧市文化会館

◎追再試験

日程:2 月 29 日（水）～3 月 2日（金）

追再試験を行う科目は、事前に追再試

験時間割にて発表します。

学生支援グループ

◎北海道警察採用説明会(3 年生対象）
日時：12 月 15 日（木）13:00～
◎日本学生支援機構継続手続説明会
日時：12 月 21 日（水）12:10～
◎課外活動棟施錠
期間：12 月 22 日（木）～1 月 15 日（日）
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いいたします。
◎進路指導個人面談（2 年生対象）
日時：1 月 16 日（月）～
◎進路指導個人面談（3 年生対象）
日時：1 月 23 日（月）～
◎クラブ・同好会継続手続説明会
日時：2 月 2 日（木）14:40～
（※当初より変更になりました）

図図書書館館学学術術情情報報セセンンタターー

◎展示について

テーマ：「遥かなる道へ～異郷の空～」

期 間:2 月末まで

平山郁夫氏が描いた数々の風景画及

び資料を展示しています。

◎冬季長期貸出について

受付期間：12 月 5 日（月）～26 日（月）

返却期限：1 月 20 日（金）期日厳守

帯出冊数：10 冊まで 

◎読書会について 

次回開催は2月を予定しています。テーマ

については未定です。 

◎冬季休業中の開館日について 

冬季休業中の開館日については、図書館

学術情報センターのウェブサイトにてご確

認ください（9：00～16：00 開館）。 

※1 月 16 日（月）から通常開館します 

  

経経営営企企画画課課  
◎大学入試センター試験について 

下記の期間内は大学入試センター試験の

ため構内に一切、出入り出来ませんので

お知らせします。 

期間：1 月 13 日（金）～15 日（日） 
◎本学ウェブサイトについて 

本学のウェブサイトは、在学生の皆さんに

とってもお役にたてるようなコンテンツとし

て、学内外の情報を日々発信できるよう心

がけております。ご意見、ご要望などありま

したらお寄せください。 
◎平成 23 年度 卒業証書授与式 

日時：3 月 22 日（木）10:00～ 

場所：大講堂 

卒業年次生の皆さんは 9:30 までに会場に

お集まりください。 


